














緒言

平成 2年 10月から三歳児健診に耳鼻咽喉科も参加することとなり,現在各地で実施されて

いる。和歌山市においては,平成 2 年秋より,パイロットスタディーにはいり,平成 3 年 4

月から本格的にこの健診に参加してきた。この健診への耳鼻咽喉科参加の目的については

現在でも議論のあるところであるが,我々は以下のように考えて実施してきた。その主な

る目的は,高度難聴児を発見する最後の砦として,また中等度難聴児,軽度難聴児を検出す

ることである。そして軽度難聴をきたす疾患である滲出性中耳炎罹患児を検出することも,

この検診の重要な課題としてとらえている。

今回,平成 3年度の耳鼻咽喉科三歳児健診の結果について検討し,上記の目的を達成できて

いるかどうかを考察してみたので,ここに報告する。


